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令和３年５月号（第１９５号） 発行 ５月２７日 

ふくしまからはじめよう。 

『食』と『ふるさと』新生運動ニュース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 小川江筋
え す じ

用水路に絵を描く会とは？ 

４月 15 日（木）・19日（月）に、 

当所が長寿命化対策のために補修工事

を実施している小川江筋水路で、 

「小川江筋用水路に絵を描く会」が 

開催され（主催：磐城小川江筋土地改

良区）、いわき市立平第六小学校 

（右図及び p.9 地図参照）の全校児童

253 名が参加しました。 

本会は、平第六小学校児童が地域の

農業を支える小川江筋用水路の役割や

維持管理の大切さについて理解を深めることを目的とした体験型学習です。児童たちは縦割り班 

（1 年生～6 年生までの全学年を 22 班に分けたもの）に分かれ、延長約 80m の水路の側壁に 

万本
ま ん ぼ ん

桜
ざくら

（小学校近くの山林で、震災の記憶を伝えていくために、日本一の桜の名所を目指して植樹

活動を行っているプロジェクトのこと）をベースとしたシンボルツリーを中心に、桜の周りで遊ぶ

子どもたち、動物などの絵を思うままに描きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・【特集】子どもたちが用水路に絵を描きました！p.１～ 

〔各種取組の実績（４～５月分）〕････････････ p.３ 

〔お知らせ・連載記事〕 

・いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果 ･･p.３ 

・いわき地方の出荷制限等品目･･･････････････ p.４ 

・山菜等の出荷制限について･････････････････ p.４ 

・イベント情報‥･･･‥･･････････････････････ p.４～ 

・「ふくしま食育実践サポーター」を派遣します･p.5 

・CROSS WONDER DINING 開宴 

～特別インタビュー企画～･･･…･････････････p.6 

・高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発 

優秀レシピ紹介コーナーVol.2･･････････････ p.７ 

・GAP コーナー････････････････････････････ p.9 

・６次化商品紹介････････････････････････････p.10 

 ウニ貝焼き。ホッキ貝の殻

の上にウニをたっぷりのせ

て蒸し焼きにした、香ばし

さが際立つ贅沢な一品で

す！ 

小川江筋用水路とは？ 
・夏井川から取水し、小川町関場の源門から四倉町の仁井田川合流部 

を結ぶ総延長 26km の用水路。 

・1665 年に、澤村勘兵衛勝為により築造。 

・受益面積は 945ｈa（小川町関場、平神谷、四倉町戸田ほか）。 

・最大取水量は 3.8m³/s。 
・平成 26 年から、県営水利施設長寿命化対策事業 
夏井川左岸地区により補修工事を実施。 

・現在の用水路断面は、高さ約 1.2ｍ、幅 2.3ｍ （彩画前の小川江筋用水路の状況） 

小川町関場 小川江筋用水路 
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２  活動の様子  

 

8:50 ～ 5～6 年生によるシンボルツリーの作成 

5～6 年生が事前に構想した

シンボルツリーを水路の側壁に

描きました。はじめは絵を描く

のをためらっていた児童もいま

したが、すぐに慣れ、思い思いの

シンボルツリーが出来上がりま

した。 

 

９:50 ～ １～２年生による色塗り（６年生による補助有り） 

６年生によるシンボルツリーの説

明を班ごとに受けてから活動に取り

かかりました。６年生は１～２年生に

「こういうふうに色を塗るんだよ」

「ここはこの色を使うといいよ」と教

えたり、上手く活動に取り組めていな

い児童に声をかけたりと、学年の垣根

を越えて協力して活動を行うことができました。 

 

10:50 ～ ３～４年生による色塗りと絵の描き加え 

1～２年生が塗り残した箇所へ色を塗っ

たり、隙間に絵を描き加えたり、絵の完成に

向けて頑張っていました。 

 

 

８:35 ～ 5～6年生による仕上げ 

 ２日目は、いよいよ 5～6 年生による

最終仕上げです。最初に描いたシンボル

ツリーが他学年によってどのように変わ

ったのかを見た後、班のメンバーと作戦

を練りながら素敵な絵を完成させまし

た。 

 

３ 最後に 

  本活動をきっかけに子どもたち農業を支える用水路に関心をもってもらい、小川江筋を次世代

に引き継いでくれることを期待しています。                     （農村整備部） 

1 日目 

（シンボルツリー作成の様子） 

（色塗りの様子） 

（隙間に絵を描き加える） （塗り残した箇所の色塗り） 

２日目 

（仕上げ作業） （完成後の絵の一部） 
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いわき市立好間第一小学校（p.9 地図参照）において、 
「ふくしま食育実践サポーター」佐藤良治さんのご指導により、
青空の下、さつまいもの苗植えを行いました。 
同校では、児童たちが農産物を育てる楽しさや難しさを学ぶ栽

培体験を２年前から実施しており、今年で３年目となります。 
佐藤さんがマルチシート※１に穴をあけ、苗を植えて土をかぶ

せる手順を実演した後、子どもたち一人一人がお手本にならって 
作業を行いました。 
子どもたちは、さつまいも

が立派に育って、秋の収穫祭で
食べることを楽しみにしなが
ら最後に苗に水やりをしました。 
県では、子どもの「食」に関する学習意欲を高めるため、学校

や地域団体等が実施する食育活動を支援する「ふくしま食育実践
サポーター」の派遣を行っておりますので※２、積極的にご活用く
ださい。 
※１…マルチシート…作物の株元を覆うフィルムのこと。 
※２…p.5 に制度の詳細を記載          （企画部） 

 

 

勿来町のエヴリート株式会社のほ場で、キクの定植勉強会
を開催しました。 
エヴリート株式会社と瀬戸地区営農改善組合、併せて５戸

７名が参加し、ほ場選び等キク栽培の基本について学んだ
後、実際に小ギクの苗を定植しました。 
 小ギクは、露地で栽培できること、他の露地花き品目と 
比べて栽培管理が容易なことから、当部では、高収益が期待
できる品物として基盤整備地区への導入を推進しており、 
今年からエヴリート株式会社と瀬戸地区営農改善組合で 
試験的に導入し、次年度以降に本格的に栽培が開始される 
予定です。 
当部では、今後とも勉強会を開催するなど、新たなキク 

産地形成に向けて支援してまいります。（農業振興普及部） 

□ 農林畜産物の検査結果 

令和３年４月の農林畜産物モニタリング検査では、13 品目 23 検体を検査し、全ての検体について放射性 

セシウムが基準値（100Bq/kg）を超えたものはありませんでした。内訳は（表１）のとおりです。 

（企画部） 

□ 海産魚介類の検査結果 
令和３年４月の水産物モニタリング検査では、128 検体の魚介類を検査し、全ての検体について放射性 

セシウムは検出されませんでした。                           （水産事務所） 

お 知 ら せ 

いわき地方の農林水産物モニタリング検査結果（令和３年４月分）  

（表１）品目と検体数 

 
タラノメ１、トマト（施設）１、ミニトマト（施設）１、アスパラガス（施設）１、葉ネギ（施設）１、ニラ１ 

キュウリ（施設）１、わらび（栽培）８、おおばぎぼうし（うるい）（野生）１、ふき（野生）２ 

くさそてつ（こごみ）（野生）１、牛肉３、原乳１ 

好間第一小学校で食育活動を実施      〔５月２０日（木）〕  

キクの定植勉強会を開催      〔４月２３日（金）〕  

（さつまいもの苗植えを指導するサポーター（右）） 

（水やりの様子） 

（勉強会の様子） 
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令和３年４月末現在、いわき地方の農林畜水産物のうち、出荷が制限等されている品目は（表２）のとおり
です。 
 出荷制限等品目は、出荷・販売だけでなく、宿泊施設等での提供や加工用原材料として使用することもでき
ません。また、自主検査等により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷・販売はできませんのでご注意 
ください。                                        （企画部）                                           

 

 

山菜が発生する時期を迎えましたが、いわき市においては、山菜の一部が出荷制限等の対象となっています
ので、採取者や直売所担当者の皆さまにおかれましては、次の点に留意するようお願いします。 
１ 出荷制限について 
現在、いわき市産の山菜のうち、出荷が制限等されている品目は上記（表２）のとおりです。これらの 

品目は地域全体としての安全性が確認されていないことから、出荷制限等は今シーズンも継続しています。
そのため、 

●団体や個人においての自主検査により基準値（100Bq/kg）以下であっても出荷や販売等はできません。 
●無償の譲渡や、インターネット（フリマアプリ等）による個人売買も出荷に該当するため、できません。 
●出荷・販売だけでなく、飲食店や宿泊施設等での提供や加工用原材料としても使用できません。 
 なお、出荷制限等品目は市町村ごとに定められていますので、他の市町村の状況は県HP｢ふくしま復興ステ
ーション」（https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/mon-kekka.html）で確認してください。 
２ 出荷制限等品目以外の山菜について 
県において緊急時環境放射線モニタリング検査を実施しており、今シーズンのモニタリング 

検査結果を確認のうえ出荷・販売するようお願いします。モニタリング検査の結果は、新聞や 
県ホームページ「ふくしま復興ステーション」で公表されます。        （森林林業部） 

第１回「おいしい ふくしま いただきます！」キャンペーン 

■日 時：６月 12 日（土）10:00～14:00（配付物がなくなり次第終了） 

■場 所：マルト SC 平尼子店 イートインコーナー 

     （いわき市平字尼子町 3-1-1）（p.9 地図参照） 

■主 催：福島県いわき農林事務所 

いわき産農産物の魅力や認証 GAP の取組を消費者の皆様に紹介するた

めのキャンペーンを開催します。キャンペーン当日、青果売り場で販売さ

れている GAP 認証農産物を２点以上お買い上げの上、アンケートにお答

えいただいたお客様先着 150 名様に、いわき産ミニトマト・フリルレタ

ス（GAP 認証農産物）とトマトドレッシングをプレゼント！なお、 

当イベントは新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で実施します。 

※新型コロナウイルスの感染状況によっては中止となる場合があること 

をあらかじめご了承ください。           （企画部） 

制限、自粛 区 分 品 目 

出荷制限 

山 菜 
たけのこ、ぜんまい、たらのめ（野生のものに限る）、わらび（野生のものに限る）※ 

こしあぶら 

きのこ 原木なめこ（露地）、野生きのこ 

海産魚介類 クロソイ 

出荷自粛 山 菜 さんしょう（野生のものに限る） 

いわき地方の出荷制限等品目  

（表２）農林畜水産物の出荷制限等品目（令和３年４月末現在） 

※わらび（栽培）で出荷・販売できるものは、安全性が確認されたほ場で生産されたものに限ります。 

（市内該当生産者 15 名のみ） 

 
山菜等の出荷制限について   

イベント情報  

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/portal/mon-kekka.html
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東日本大震災からの復興状況パネル展示 

■期 間：５月 21 日（金）～６月 20 日（日） 

■場 所：いわき・ら・ら・ミュウ ２階市民ギャラリー（いわき市小名浜辰巳町 43-１） 

■主 催：福島県いわき農林事務所 

東日本大震災からの農業農村の復旧・復興の様子をパネル展示します。  

今年は東日本大震災から1０年が経過しました。被災から復興した状況

を写真でご覧いただけます。ぜひ足をお運びください！（農村整備部） 

県では、食生活改善、地域の食文化や郷土食の伝承等の活動を先進的に

実践する方々を「ふくしま食育実践サポーター」として登録し、学校、幼

稚園、保健所、公民館、企業等が実践する子ども等を対象とした食育活動

を支援するため、要請に応じて派遣しています。食育実践サポーターには、

農林漁業者、酪農家、栄養士、野菜ソムリエなど、さまざまな分野の方が

登録されています。 

いわき管内の食育実践サポーターの派遣を希望される団体等は、下記 

ホームページより活動申込書をダウンロードし、当所企画部までお申し込

みください。 

※本制度は、子どもを対象とした食育活動、もしくは子どもの食育に 

関する講話等の活動が対象です。             （企画部） 

 

 

 

 

 

 

 

 令和３年４月 1 日、いわき市で「いわき市豊かな森づくり・木づ

かい条例」が施行されました。この新たな条例のスタートに華を添

えるように「木づかい」に溢れた学校校舎が４月に完成しました。

いわき市三和地区における小・中学校再編に伴い新築されたこの校

舎は、梁など構造の一部や内装に地元産のスギ等がふんだんに使用

されており、総木材使用量は約 300㎥（平均的な木造住宅約２5 戸

分！）に達しました。 

建築物に木材を活用することは、SDGｓの様々な目標達成に寄

与するほか、木材による優れた調湿・断熱効果、香り成分による癒

やし効果を得られることが知られており、人の生理面・心理面に良

い影響を与えるとの研究結果も確認されています。このような素

敵な環境の中で子どもたちは学びながら、木の魅力に触れること

を通じて、森林が持つ多面的機能に関する理解を深め、さらには地

域の魅力の再発見にも繋がることが期待されます。（森林林業部）  

「ふくしま食育実践サポーター」を派遣します！  

■お問い合わせ 
いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課 
TEL：0246-24-6197 FAX：0246-24-6196 

■申込書ダウンロード（福島県 農産物流通課 ホームページ） 
https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36035a/supporterseido.html 

派遣にかかる経費 

（報償費・旅費）は 

県が負担します。 

（令和２年度活動事例） 

「親子ブルーベリー教室」での 

食育活動の様子 

（パネル展示状況（過去の様子）） 

いわき市産の木材を積極的に活用した学校校舎の完成 

（いわき市立三和小・中学校）（p9.地図参照） 

（木が香るモダンな音楽室） 

がｋ香る音楽室 

（開放的ながら安らぎを感じる校舎内） 
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いわき市四倉町に４月１４日（水）にリニューアルオープンした「CROSS WONDER DINING」。

(株)ワンダーファームの採れたてサンシャイントマトをはじめ地元食材をふんだんに使用した 

ヘルシー＆ウェルネスな食を体験できる、当所も大注目のお店にインタビューしました。 

 

Ｑ：「CROSS WONDER DINING」のプロジェクトはどのような経緯で始まったのですか？ 

青木マネージャー 

私たちは東京で「CROSS TOKYO」というお店を展開していま

す。店名にある「CROSS」は「ヒト・モノ・コト」の３つが交差・

交流すること意味しており、全国を旅して出会った食材を活用した

料理を提供しています。以前、食材を探す旅の中で、福島県に立ち

寄った時に(株)ワンダーファームの元木社長と出会い、色々とお話

をする中で意気投合しました。 

当時、ワンダーファームのレストラン「森のキッチン」は新型コ

ロナウイルスの影響で休業しており、リニューアルオープンを考え

ていました。生産者の元で自分たちが料理をするという経験は少な

かったのですが、元木社長から熱いオファーがあり、「農業のプロ」

と「食のプロ」が交差するこのプロジェクトが実現へと至りました。 

 

Ｑ：ランチとディナーそれぞれのコンセプトを教えてください。 

青木マネージャー 

 ランチメニューは「トマト・ガストロノミー」をテーマにしてい

ます。「ガストロノミー」という言葉は「食文化」という意味があり、

まったく新しいトマト料理で新たなトマトの「食文化」を広げてい

きたいという思いがあります。 

ディナーのテーマは「和漢
わ か ん

洋菜
ようさい

」です。この言葉は私たちの造語で、

東洋の薬膳の考え方と西洋の調理技術を融合した、今までに無いよう

なコース料理を多くの皆様に体験していただければと考えております。 

 

 

Ｑ：今後の新たな展望などを教えてください。 

青木マネージャー 

今後は、バーベキュープランを強めていきたいと考えています。ソ

ースなどに一手間加えることで、誰でも簡単にプロの味を楽しむこと

ができるメニューを考案中です。 

また、福島県の食材を使った子どもたちへの食育活動にも積極的に

取り組んでいきたいと考えています。 

Ｑ：最後に一押しのメニューを教えてください。 

青木マネージャー 

福島牛×フォアグラの『クロスバーグ』黒トリュフのソース・ 

ペリグー（写真右）です。福島牛の中にフォアグラを包み込んで、 

黒トリュフを使用したソースで仕上げた贅沢な一品です。 

お店の看板メニューで、ランチでもディナーでもお楽しみいただけます。

CROSS
ク ロ ス

 WONDER
ワ ン ダ ー

 DINING
ダ イ ニ ン グ

 開宴 

～特別インタビュー企画～ 

（福島牛×フォアグラの『クロスバーグ』 
黒トリュフのソース・ペリグー） 

営業情報 
いわき市四倉町中島字広町１ ワンダーファーム内 
TEL：0246-38-8853 
Lunch：11：00～15：30（L.O.14：30） Dinner：17：00～20：00（L.O.19：00） 
定休日：毎週月曜日※不定休 
※新型コロナウイルス感染症対策のため、上記は５月 31 日までの営業時間です。 
今後、変更となる場合がありますので、ホームページ等で事前にご確認ください。 

（外観） 

（内観） 

公式ホームページ URL です 
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 昨年度当所では、地元産農林産物の魅力を発信するため、市内の高校生と飲食店等が共同でいわき産 

トマト、ネギ、きのこ、米（Iwaki Laiki）を活用したテイクアウト商品を開発する事業を実施しました。 

今回は、応募のあった 52 作品のうち、飲食店で商品化された「金頭（かながしら）の米粉のハンバー

グ」のレシピを紹介します。 

 なお、各テイクアウト商品の飲食店での提供は既に終了しています。それぞれご自宅で作って 

お楽しみください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生発！いわきテイクアウトメニュー開発

優秀レシピ紹介コーナー Vol.２ 

ビストロ あん庵 

商品化レシピ 

今月も作ってみました！金頭が手に入らなかったので、地物のカツオで代用。 

パサパサ感がなく、ふんわり仕上がりました！      （編集担当Ｔ．Ｓ） 

（応募時） 
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これからのお酒の飲み手となる 19～20 歳の皆さんに、日本酒に 

親しんでもらうことを目的として、米作りから酒造りを体験してもら

い、来春に完成したお酒で 20 歳の年を祝おうという「いわきハタチ

酒プロジェクト」。今春で４期目の活動を迎えました。 

４期目はコロナ禍にも関わらず 12 名の参加申し込みをいただき、

プロジェクト実行委員会も盛り上がっています。今期は５月９日（日）

に酒米「夢の香」の田植えを行い、例年の手植えに加えて、田植え機

の操作体験も行いました。今後も秋の稲刈り、冬の酒造りをはじめ、楽

しい活動になるように運営していきます。 

☆彡ちょっと PR☆彡 

第３期「ハタチ酒」販売中。ラベルは第３期生がデザインしました。 

３月発売の「おりがらみ」は春酒らしくピン

クを基調にしたデザイン。５月に販売開始し

た「生原酒」は、いわきをイメージしてハイ

ビスカスを採用しました。中身も年々完成度

を上げていますので、ぜひ味わってください。 

 

【市内販売店】あわのや・酒のいとう・酒のまるとみ・さわきや 

タイヘイ酒店・丸伊酒店・矢吹酒店      （企画部） 

 

 

 

５月からアワビ・ウニ漁が解禁となり、５月６日にウニ、５月７日にアワビの入札が今年初めて行わ

れました。 

ウニは、ホッキ貝の殻の上に可食部である生殖巣を盛り付けて蒸し焼きにした、いわき市特産の「貝

焼き」として販売されています（巻頭の写真をご覧ください）。５月６日は、小名浜下神白地区で漁獲

されたウニを加工した計 72 個の貝焼きがいわき市漁業協同組合沼之内地方卸売市場（p.9 地図参照）

で入札され、5,100～3,300 円/個と、前年よりやや高い値段で

落札されました。５月７日のアワビは、いわき市内の 10 地区で

水揚げされた計 78.4kg が 15,200～10,300 円/kg で落札さ

れ、こちらも前年より高い値段となりました。また、福島県産を

示すタグを装着し、ブランド力の強化にも努めています。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響で水産物の消費低迷が危

惧される中、こうした入札結果となったことは喜ばしく、 

操業拡大の励みになるものと捉えています。 （水産事務所） 

 

アワビ・ウニ漁解禁  

（

（水揚げされたアワビ） 

 

「いわきハタチ酒プロジェクト・第４期」田植え！  

～二十歳の年の、米作りから酒造り体験～  

（田植えの様子（集合写真）） 

 

学生たちは泥だらけになりな

がらも、とても楽しそうに田植え

を行っていました。 

今後の活動に注目です！！ 

（第３期生への製品の贈呈） 

（第３期ハタチ・生原酒） 
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ＧＡＰとは、食品安全・環境保全・労働安全を３本柱に、

定められた基準に沿った農場毎のルールを決め、実行・ 

記録・検証する取組のことです。 

認証ＧＡＰを取得することにより、生産している 

農林産物が安全であることを消費者、流通関係者に 

保証することができるほか、作業の効率化、農作業の安全性

の向上を図ることができます。 

県では、認証ＧＡＰ取得者を紹介するホームページ「ふく

しま。ＧＡＰチャレンジ（https://gap-fukushima.jp/）」

の開設や、日本橋ふくしま館 MIDETTE でのＧＡＰフェア

の開催などを通じて、認証ＧＡＰ取得農産物の販路拡大も

支援しております。 

さらに、費用面の支援として、土壌や水質等の検査費や 

認証審査費用等を補助する「第三者認証 GAP 取得等促進 

事業」があります。 

ＧＡＰについて興味のある方は、経営支援課（☎0246-

24-6162）（きのこ類は森林林業部林業課☎0246-24-

6193、補助事業は農業振興課☎0246-24-61６０）まで、

お気軽に問い合わせください。                                                    （農業振興普及部） 

認証ＧＡＰ（ギャップ）を取得しませんか？  

 

６ 

国道 

高速 

今月号に掲載した場所はここです！ 
いわき市 
ＭＡＰ 

① いわき市立平第六小学校（p.1） 

   平中神谷字石脇 22 

② いわき市立好間第一小学校（p.３） 

   好間町上好間馬場前 28 

③ マルトＳＣ平尼子店（p.4） 

   平字尼子町 3-1-1 

④ いわき市立三和小・中学校（p.５） 

   三和町下市萱竹之内 187 

⑤ CROSS WONDER DINING（p.６） 

   四倉町中島字広町１ 

⑥ いわき市漁業協同組合沼之内地方卸売市場（p.８） 

   平沼之内字浜街 186 

⑦ 西野屋食品株式会社（p.10） 

   常磐上矢田町田端 8-1 

 
こちらからも 

ぜひご覧ください！ 

➌ 

 

➋ 

➏ 

➍ 

 ➎ 

➐ 
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ぐずついた天気が続き、例年より早い梅雨入りとなりそ

うですね。皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

今月号は子どもたちが大活躍の内容です！子ども 

たちが頑張っている姿に私もパワーをもらいました。 

さて、来月１２日はマルト SC 平尼子店で、「おいしい 

ふくしま いただきます！」キャンペーンを開催予定で

す！素敵なプレゼントを用意してお待ちしておりますの

で、ぜひお越しください。      （担当 Ｔ．Ｓ） 

こだわりと美味しさがつまった 
いわき自慢の６次化商品をご紹介します！ 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/36270a/iwnorin-k24836.html

